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図 1:スコアが最高の企業が中心に最も近くなります。次にアナリストは、特
定分野のリーダー企業のベンチマーク スコアを、総合評価から定義し、その評
価を超える企業がチャンピオン セグメントの企業となります。それ以外の企業
は、革新性の評価が 2.5 を超える場合はイノベータ―、2.5 未満の場合はチャレ
ンジャー セグメントになります。各セグメントの正確な順位は、革新性および
総合スコアの組み合わせに基づいて計算されます。

VisionWare

Riversand

SAP

IBM
Oracle

Kalido

Semarchy

Orchestra Networks

Software AG Agility MultichannelStibo

Verdantis

Informatica

チャンピオン

 

イ
ノ
ベ
ー
タ チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

マスターデータ管理

はじめに
本文書は、マスターデータ管理 (MDM) の市況についての総括

を述べたものです。マスターデータとは、コンピュータ シ
ステム間で共有されるデータで、"顧客"、"製品"、"ロケ

ーション"、"設備資産"、"契約" などのデータに分けら

れます。大企業では、このような情報を保管する多く

のシステムがあり、複数の競合するデータ定義を管

理することを、マスターデータ管理と言います。

市場における 
主要な課題
MDM 市場は当初、顧客データや製品データの

管理に特化した製品から発展しました。その後、 

特定のデータ領域に限定せず、より幅広いマスタ 

ーデータ カテゴリ (資産、ロケーション、サプラ

イヤ等のマスターデータや、通貨コード、

国コード、セキュリティ ティッカー等の参照デ

ータ) をカバーする "マルチドメイン" ベンダーが

登場しました。業界大手は、すでに自社のMDM 製品

を開発、または (多くの場合)こうした製品を買収して

います (場合によっては複数回)。今でも Oracle には、異な

る MDM 製品が複数あり、一部重複する製品もあります。ま

た IBM は、DWL や Trigo、最近では Initiate を買収し、これら

の補完テクノロジー (データ品質やデータ統合) との統合を提

供しています。SAP は最近、3 度目の方針転換を行い、以前の

MDM 製品に替わる製品として、A2i から買収した MDG 製品を

市場投入しました。インフォマティカは、Siperian から買収し

たテクノロジーを軸に、コアとなる MDM 製品を開発し、最近

では、製品データのスペシャリスト企業である Heiler も買収

しました。これらの大手ベンダーや、MDM テクノロジーを買

収した他のベンダー (Software AG、TIBCO、Teradata、Talend)
は、データ管理に対する幅広いプラットフォーム アプローチ

をアピールしています。Orchestra Networks や Kalido がマ

ルチドメイン専門のベンダーであるのに対し、Stibo、Agility
Multichannel、Riversand などは、製品データやマルチチャ

ネルリテーリングを専門としています。石油/ガスやエネル

ギーなどの資産/MRO 集約型産業に特化した Verdantis や、

地方自治体に特化した VisionWare のほか、Semarchy や
Agility Multichannel.などの新規参入企業も存在します。

このような多様化は、業界全体が先駆的な取り組みからメイ

ンストリームへと移行しつつある状況を反映していると言え

ます。多くの大企業は現在、初期の限定的なパイロット プロ

ジェクトから、より野心的な MDM アプローチへとシフトする

ことで、地理的範囲とデータ領域の両面から勢力を拡大しよ

うとしています。このような最近の傾向は、かつて顧客デー

タや製品データを得意としてきたベンダーも含め、特定の専

門分野のスペシャリストであることを売りにするベンダーが

ほとんど存在しなくなったことを意味しています。一部のグ

ローバル企業は、顧客データや製品データと比べて変動性の

高い参照データ市場から MDM テクノロジーに参入しつつも、

徐々にその他のデータ領域へと業務拡大していくことを狙っ

ています。プロジェクトが大規模になるほど管理は複雑にな

るため、MDM プロジェクトを補完するプロセスとして、デー

タガバナンスへの関心が高まりつつあります。多くの MDM ベ
ンダーは、これに対するサポートを少なくとも何らかの形で

提供しています (ワークフロー機能を使用するものや、専用

の "データ スチュワード" モジュールやダッシュボードを使用

するもの等)。各ベンダーは主に従来型のオンプレミス ソフト

ウェアを提供していますが、いくつかのベンダーはクラウド

製品も提供しており、クラウド専用の MDM テクノロジーを

提供する新規参入ベンダーも登場しています。クラウド ソリ

ューションはエンドユーザーに大きな経済的メリットをもた

らすため、クラウドベースの環境へと徐々に移行するこの傾

向は今後も続くと見られます。ただしクラウドでは通常、サ

ブスクリプション ベースの価格設定が適用されるため、ベン

ダーへの経済的効果はオンプレミスに比べると不透明です。
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MDM 市場 
MDM 市場が形成されて 10 年が経ちますが、これまで多数 

の M&A 活動が行われきたにも関わらず、依然として新規参入 

の動きもあり、市場は他のエンタープライズ ソフトウェア分 

野よりも比較的好調に成長しています。特にシェアが大きい 

のは Oracle と IBM ですが、インフォマティカも急速に市場 

シェアを伸ばしています。大規模ベンダーは通常、MDM を  
"プラットフォーム" の営業トークの一部としており、MDM 
ソフトウェアと組み合わせて提供するデータ品質ツールや

データ統合ツールをより強くアピールしています。これに

対し独立系ベンダーは、ベスト オブ ブリードな機能の提供

に特化しており、データ品質やデータ統合などの補完的な

テクノロジーについては、顧客に選択の余地を残していま

す。図に示しているのは、MDM 市場の現在の概況です。  

なお、図中のベンダー以外にも、特定業種のマスターデ

ータに特化した企業など、多数のプロバイダーが存在し

ます。MDM テクノロジーの登場から 10 年を経た今も、

さらなる新規参入業者が現れており、過去 2 年間に新

しい MDM 製品やベンダーが複数登場しています。    

まとめ
MDM 市場は依然として成熟化の過程にあり、10 年の節目を経

てさらなる拡大を見せています。大手のソフトウェア ベンダ

ーは新興企業を買収し、それらの製品を自社のテクノロジーと

統合することで市場に斬り込んでおり、一部のベンダーは特に

大きな成果を収めています。これらのベンダーは、全体的なテ

クノロジー プラットフォームのメリットを強調しながらマー

ケティングを展開しており、MDM はあくまでその一部として

位置付けています。一方、独立系のベンダーは、より高度な

テクノロジーや使いやすさをアピールし、特定のデータ領域

や業種に特化する事で勢力の拡大を続けています (製品データ

に特化して特定の問題に対応するベンダーも多数存在します)
。市場は順調な成長を続けており、新規参入業者の中には、

新興企業だけでなく、テクノロジーの独自開発や買収を経て

関連分野から参入してくる企業も存在します。MDM 市場は、

誕生から 10 年を経た今もなお、堅調に成長し続けています。 

備考:
ベンダーの位置付け/スコアリングは、財務評価、顧客ベース、

売上高、企業成長、技術の幅広さ、技術の専門性、パートナー 
ネットワークの地理的な普及度とクオリティ等のブルズアイ メ
ソドロジの指標に対する各ベンダーの順位に基づいています。

ベンダーの総合スコアは、これらの要素の加重平均を総合スコ

アとしてまとめたものであり、プロジェクトの特定のニーズを

反映したものではありません。製品によっては、"製品" よりも 
"顧客" の処理実績がある場合と、その逆のケースもあります。

データガバナンスワークフローには強くても、その他について

は弱い、といったケースもあります。貴社のニーズとベンダー

候補をマッチングするためには、プロジェクト固有のニーズに

ついて Bloor のアナリストに相談することをお勧めします。  
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